
エゾマツとカナダトウヒの F1 雑種

初H 沢 1息 雄(1)

林業試験場札幌支持Jに沿いては昭和 12 /，]ミ以降寒帯性樹陀の品種改良試験の一端として，交

雑法により林木間1 i\J有l}7:の人工交雑を行って，その第一代雑種にあらわれた形質について調査

している。 トウヒ属植物の問問雑種についてはヱゾマツ， トウヒ，ハリモミ，ヤツガタケトウ

ヒ，オウシユウトウヒ，カナダトウヒの各樹種1mの交雑が行われたが，さきに発表1)5) せられた

ようにヱゾマツ×カナダトウヒゐよびとの逆交雑に沿いて故も稔性が高しかっ Fl 雑加の得市

数も大きかったので現先残っていて相当な l乙きさになっているものは大部分との雑加である。

これらの杭ii\J雑種の 1/']三生当時の形態については，すでに報告ニ〉せられているが，昭和 25 年

にはじめてfJíHt:結実したので、ととに枝条と針葉の形態とともに球果とタネの性状について調査

した結果を ;1抗告ーする。1JI:.:i-，t材料は原田泰林学博士と故絵川J.]~治氏によって交雑が行われ，その

後両氏と f"(-tXによって育成せられたものである。ととに北海道i乙ゐける林木育種研究の光べん

をつけられた両氏に対し深〈感謝の意をささげたい。

1.供試材料

fよb式材料は日間11 12~13 年春に第 1 去のように北海道野幌国有林にあるヱゾマツ天然木と植

栽木ゐよぴカナダトウヒ1'1![栽木(大正 5/'F干If[付け)を使川して交雑した。その結果えられたタ

ネを翌春まき付けて養了17 したもののうち昭和 25 年に現イfーするものを川いた。ただn{1手11 13 年

交雑のものは抗]. ]0:1床替後山出の時期J を犬し， そのまま放置せられ!別手11 24 年にはじめて樹

木国に移机せられたのでサ!日平11 25 年に球以のついた111， 1休のみを用いた。また昭和 12 年交雑の

ものも樹木I~\Iへ移植するのが遅れて昭和 22 年に行われた。それで、，いす、れもその成長は正常

な時期に 111 /1'，せられたものと比較しでかなり劣っているものと考えられる。さらに両年度とも

エゾマツ相互FrUの支配が行われたが，いやれもそれよゆえられたずi木も交雑につかったエゾマ

ツ母樹も残っていないから，札中見に 4うるエゾマツ村〔栽木本を比較のために使用した。

2. 枝葉の外部形態

エゾマツとカナダトウヒの航I l\ J雑種は両極の q I I1I J的な容姿を示しているが，分類の識別に川

いられる幼校の状況を供試材料について観察すると尖のようである。

(1) 浅川分室J.l与林部種子研究室長
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表

訓示\ 7AJtiLごJ f pdMLts  -l 到fJ
-.N~:U5 I 樹樋|凪是正地|事径|樹高 i 樹種 1 所在地!直径!樹高 crossing

Species I Location I Diameter: Hdght I 号 pecies ヨ竺ation I 型空竺恒←些塗ht 1- 一一一

P. j. 二JN o-J J 言1 l E J P g 2 i N opp oro i ?ず~ I 忠 !IM~陥a肌yれ，2λ2泊札8丸川，
P. j. 27 か 16 6 I P. g. 21 ・か 16 10 IMay， 29 巾 6山 28.31 .32.39.44 

18 P. g. 1 か 18 10 'May,28 , 37iFP. 10.11.13.18.19 

!FP. 21.22.23.26.27.2ヲ .30.33.34.35.36.37.38

長w 応評号
Sample numbεr of hybrids 

告í~ 1 表供試材料の経日夜

Table 1. Description on the material. 
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エヅマツとカナダ、トウヒの Fl 雑種 (柳沢) 59 

エゾマツとカナダ、トウヒ F1 雑種

若い校 毛がなく平滑でやや光沢がある。色は淡禍黄色である。

冬芽 .?)J状，先端鈍頭であって栗褐色を呈する。樹脂にほとんど蔽われてい友い。

針葉 7tjji状，光端は鏡頭、またはずるどくとがるものがあるがp よIHlt葉はやや鈍頭をなす。

横断I苛は侃:ij'_な菱形または菱形で靭[皮部の側(樹脂溝のある側)の rf1肋の突11\が著しいも

のが多い。主時三の外側(普通いういわゆる表面，形態学上の下而)には気孔条が 1~3条

あってよ県松去にはその気孔条がよく発建するものが多い。また釘号iEの外側の片面に気孔条

を欠くものまた両側ともち:い紅葉が合まれているがp その気孔条が全然ない針葉ばかり芳

生している例休はなかった。主七葉の外側は光沢ある濃緑色を呈し気孔部分のみ白色蟻質物ー

がみえる。;íiì去の内側(普通にいういわゆる裏面，形態学上の上回i) は 4~7条の気孔条

があって主H緑色を呈するがp エゾマツのように白色の蝿質物が著しくない。葉枕はやや高

〈葉跡は I切らかな溝状をなす。

この雑胞とエゾマツたよびカナダトウヒの松葉の外部形態を比較すると，若い校にはエゾマ

ツでは毛がなく千滑で光沢があるが，カナダトウヒも毛がなく千滑であれ稀には褐色の軟毛

を有するイ)i'il休 FP.76 がまじっていた。 しかし雑種には毛のあるものは発見できなかった。

冬芽はエゾマツでは円錐形で樹脂に蔽われているが，カナダトウヒは.?IJ状でほとんど樹脂に

蔽われていない。雑種ではその冬芽の形態と色がカナダトウヒに近い傾向を示した。託葉の麓

断面の形状によってトウヒ属はパラモミ節 (Euρicea) とトウヒ童'(j (Omoricα) に 2 分せら

れている。エゾマツはトウヒ節に属して葉の断固は偏平で片面にのみ気孔条があれカナダト

ウヒはパラモミlIi'jに属し葉の断固は四角形または菱形で 4面に気孔条を有している。雑種はや

や偏平な菱形を呈して上面にも気孔条が少数存在してエゾマツとカナダトウヒの中間型をな

す。若い校に着生する主十葉の先端をみるとエゾマツは念尖状を呈しているが，カナダトウヒは

鈍頭または銃~l~で~エゾマツほど先がするとくないがp との両種の雑種目:いやれもほとんど銑買

であった。

イ共試材料につき 1 年生主七葉各 50 枚やつの長さ，巾，厚さを測定した結果は第 2 表のとむり

である。従来の記録ではエゾマツ 6)10) の主王葉の長さは 10~23 mm, rþ は1.2~1. 8mm であ

んまたカナダトウヒ 10)11)12)は長さ 8~18mm，巾1.5mm とある。 本供試木の測定結果も

大体これらの問にはいる。針葉町聞の形状の変化について rþ/厚さの比率を求めて比較する

と，エゾマツは 2.0 以上の形状比を示すが，カナダトウヒは1.0 以下の値を示す。雑種は両者ヘ

の仁1 1間的な値を示して供誠木によってエゾマツに近い数値を示すものと，カナダトウヒに近い

義姉立を示すものがあった。そして 1 個体でも果枝葉のような防葉はその値が小となり陰葉は大

となる傾向があった。エゾマツ X カナダ、トウヒ Fl 雑種の主十薬断固の形状土とは1.37~1. 80 で

ある，カナダトウヒ×エゾマツの雑種は1.38~ 1. 51 であって前者は後者に比較して変異の巾
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ものが認められないしp また釘.~JWの長さもとれより大きい。

3. 針藁の内部形態

が大きい傾向が認められたが

球果の場合のようにいやれも

午?に母系に似る傾向はないよ

うである。

左手2- P. ajanensis (アヤ

ントウヒ)を母:ブj として P.

canadensis (カナダトウヒ)

の花粉を交配してできた Fl

雑種については， 1917 /， r.ハン

カ守リー0) 1再rfVA.NγO?{ SAAGlTY 

によって作られ， Picea 

Sααghyi Gαyer と命名され

ている。この雑種は葉の断fÚÎ

は三角形をなし長さ 9mm と

あるわも，本調査の雑障の針

葉では三角形の断的[を 1Jずる

トウヒ民植物の葉の解剖学的研究について多くの発表めりめがあるが， エゾマツとカナダト

ウヒの主七葉の横断固のjql(o剤学的性質のうち比較される分如上の識別点と考えられる点は， (l) 

下表皮細胞の連続性， (2) 気孔条の位置と数， ( 3 )樹脂溝の位置と数等である。

( 1 ) 観察法

供試材料はすべて日あたりのよい 1 年生第一夫分校の rll央部そ 9 月 25~26 日採集して JJJ い

た。採集後酷酸，ホルマリン p アルコール液で、同定し，釘~JWの Ilt央部をハンドセクシヨンによ

って切片を製作しp メチ{ルグリーンと酸性フクシンで染め，グリセリン 50% 7kì容液中で観

察した。各1J~Wit料につき正常た主七葉 5 伎を選択して f変則し，その各針号廷につき 5 f:0jの切片を選

んで観察測定した。

(2) 観察結果

観察結果を算術平均して示すと第 3 去のとむりである。

下表皮 エゾマツ p カナダトウヒ必よびその雑10f!:はいやれも下表皮和11胞の)54肢の程度がさほ

ど著しくなし種類によってその差が認められない。そして各種とも気孔のある附近は薄膜の

下表皮になるかまたは柔細胞状になる。すなわち，T表皮は気孔条のある部分を除いて連続的に
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第 3 表針葉横断面の観察

Table 3. Observation of cross section of the ne号dle3.

|中心部組織

交刻刻淵3キ羽祁L可唱fI附(
Cros鉛矧s討ir暗 San引日川~p凶Ie I ~w~f~v~， le凶ode訂rロ出 |阿No.oぱf s託叫CIし.! Dihame抗t号訂r i r児esin

No. I~._ ..l~:'-~__'~ I~---~::;;--.-I c.鍼I i口 i of resin I ~.~~'m~l .w. lendodermis I celI νI Vl  ~ Iﾇ.:H ~J. cannal 
-~.. I c号ntraI cannaI I 

portion I 

4.1 117 x 135 

ロ
吋

r

m
w
-
h
E
 

t
n
 

o
r
 

-
刈B

∞

い
い
，
L
4
4
三
作
壮
十

h
H
g
7
4
サ
π
δ

回
り
戸
川
知
附
繭

P 斤 l 0''"'' 2~3 

0.3 2.2 0.6 2.6 62 16 20 7 1 1 11.9 
μ 

2C コ X 170 FP.17 

1.1 6.2 3.0 2.1 6 38 54 2 CJ.8 86x 78 4.6 15.3 220X 210 

200X 200 

FP.31 2 

2.6 7.6 1.3 1.9 42 '14 11 。1.0 102 x 98 5.7 16.7. FP.39 2 

0.0 2.7. 1.3 2.2 86 10 4 () 1 1 137 X 130 4.6 14.8 200X 200 FP.13 3 
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発P.....栄細胞で気孔なし Parenchyma, no stomata. 

"*"'0.. . ードボ氏側1J2白色気孔なし Hypodennis, no stomata. 
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現われて主としてーほをなしているが，中肋またはj~lml，\;j;;-よぴ樹脂部の附近に 2)ぽまれに 3 肢

をなす場合がある c との雑種は主十薬の木賞部のある側の下支皮より報皮部のある側の下表皮

(樹脂溝のある側〕に 2 )討をなす場合が多い。との傾向はエゾマツに沿いてさらに著しいが，

カナダトウヒに沿いてはその差が雑種の場合より少ない。また，との雑種はヱゾマツと同様に

2 医以上をなす下表皮利11胞数が両間にあるものより常iこ制戊部のるる側にその数が多い。しか

しカナダトウヒに 3むいてはその逝で鞭皮部の側より f，iJj附に 211'fの下表皮細胞数が多い。

ーたにヱゾマツ針案の外1n~ (籾l主部のある側)は気孔条がたいために下表皮は連続するけれど

も，カナダトウヒ i主各 4 耐とも気孔条があるために下表皮の辿続が I1 1断せられる。この雑Í"TIに

手甘いてはt埼Eの外側にも気孔条が少数あるために「夫!之は切断せられるものが多いがある場合

には片側のみ下表皮が辿ー続するし，時にはJ:ll肋の両側とも下表皮がエゾマツと同様に辿続して

いることがるる。針当Eの I勺f!l~ (木ft・13官のまうる側)はこの雑加にゐい℃はエゾマツによl:して下支

皮細胞はよく発達している。

樹脂溝 エゾマツの樹!l行溝は表皮または下表皮に接して rl1nJJ と両隅の巾間位世に 2 筒るる

が，カナダトウヒは衣1えに接して両陥に近く 2 出iあるのがよ主本のものと，目、われるけれども， 1Jl: 

試材料では表皮に接し一間に 1 間見いだされ，果枝葉以外で、はとれを欠くものが多い。この両

極H日の雑mlに沿いては，樹脂満は友皮または下表llLに接し， =l\8 r対中にあるものはみられなかっ

た。その数は 1 筒または 2 筒で 1 例休でどの主協E もヱゾマツと同じように 2 白ーやっ完全にある

ものがなしまたカナダトウヒのように全然とれを欠くものもなかった。したがって樹町部数

の千均値はヱゾマツとカナダトウヒの中間自立を示した。また雑舵の樹lJij溝の所在位世について

は針葉横断面の偏千な変形をなすものはエゾマツと同じように I1 1肋と両隅との rl 'iHl I乙位置する

が，主七葉断而の菱形またはJ:I~肋の突出したものはカナダトウヒのように両隅に接近する。

しかし，カナダトウヒのようにほとんど両陥の位世にあるものはみられなかった。

中心部組織内の厚膜細胞数 その数は靭!支部の也下にエゾマツ p カナダトウヒたよびその雑

;j'iJlともに 2~12 信jあって llil常 4~6 向のものが多い。また!手!拠点111胞の外にとれよりやや;i.iil慌の

細胞を含む場合がある。

内 皮 トウヒ属植物の内1えは完全であって，ヱソマツ，カナダトウヒゐよびその雑Hr川に

は内皮*111胞数IC差が認められない。その数は 13~20 筒の範囲内にあって 14~18 筒のものが

多い。

4. 球果の形態

トウヒ尉布，'[物の球果を分類する主要なよりどとろとして，その日鱗が成熟首fn亡 2ないて閉塞し

ていないものと成熟前に同く閉塞するものに分けられる。 トウヒ節のものは前者に属するもの

のみであるがパラモミ節のものには両イ!eí-がるる。エゾマツは前者に，カナダトウヒは後者に属
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する。その他城県の色， Hif~Wt(わ 11 手lL~~ すなわち光jWif郊の形状，苛11f!喜子上ぴ1波1111 の状、ìJéによって

車111別される。1I(j，f!1 25 01三秋に保集した球一足について観察した結果を述べる。

球果の大さ この雑杭のん~(県の故大也径Jなよび長さを iJ!iJ;，として，これより形状比をAくめたがi

月Lは第 4 去のとむりである。

~・ 4 ,K 王ま呆と簡{続の l白:径と長さ

Tabl~ 4. Diame:er 舅d  length of the cone3 and scaJes. 

f:R :!4ミ 種 鱗
交i\lli番号{:与R4三iヒち同F;す'E ゴ

N:i要 N採o.集oEf4:呆co数n吉 Cone Scale 
Crossing' 直径長さ長L弘/D l 長さ 同|長さ/N SaI11ple Iミemarks col!ected 0・ No. Diameter Length .'";;',""1 Length We油 ilL/VV巾

cm cm cm C訂1

2 FP. 31 O~en pol!i. 
natlO口

U 1.06 3.06 2.90 0.83 0.65 1.29 

7 FP.85 1/ 14 1.26 4.22 3.36 

" Self. 2 6 1.34 3.96 ?96 1.27 0.85 1.49 

7 " Self.己 3 1.24 4. !8 3. 己8

B FP. 80 Open p. 5 1.?8 3.48 2.72 1.16 0.73 i 1.60 

9 FP.79 " 巳〉 。 .97 フ .78 2.86 0.2S 0.68 1.25 

9 FP.81 11 1.29 3.57 2.76 1. 13 0.69 1.64 

9 FP.82 11 1.40 1.55 3.24 1.34 0.93 1.43 

9 11 S.elf. 1 10 1.38 4.42 3.21 

9 FP.8当 Open p. 1.40 3.79 2.70 1.22 0.88 1.53 

9 FP.84 11 1.50 3.9?, 2.63 

9 FP.06 11 2 1. 15 3.73 3.24 1. 10 0.78 ' 1.41 

10 FP.75 11 1. 12 4.28 3.83 1.30 1.00 1.乙 O

10 FP.76 " 13 1.09 3.42 3.14 1.15 1.06 1. 11 

10 FP.78 11 0.95 3.84 4.02 

10 FP.87 " Q4 I.CO 3.76 3.75 1.14 0.96 1. 19 

10 FP.77 11 0.87 0.82 1.07 

ヱゾマツ球月県Lのブ大〈さについてf乍i在旨1布~.~η〉が北i術ιi迫立3込己、よびサガレンにある 29弘4 イ木￡のf件ミ辻上樹カか込ら 4咋京T焦lι二し

た多数の球月洪L ををむとゴi古出川洲w川[1川|リ1;，広4ιL した最私針ll同l

士たカナダトウヒは一i長毛さ 3~6cm， Iü径1. 5~2 cm と ';'j，h t;.lU)ll) せら」している。との$ftHiの球

よf~はいやれも北'1攻(I"J小さい。しかし球県の絶対(1りな大L 、さは一般に環境，樹令，樹勢手によっ

ていく分変化することが認められ，との場合に 1むいても~l:jLi.移航したばかりであり，かつ幼令

期にはじめて着生した球県で、あるので今後樹勢が盛んになれば今より大きい球県が若生するも

のと考えられる。

球果の形獄 ヱゾマツ球!.Iミの形状i工円筒形のものが多く球県の長さのノj、さいものは長桁円形

をなす。カナダトウヒは円筒状楕円形と記説明11)10) せられていて， 札幌と野幌固有林で、結実

した球某をみると球栄の先端と基部がヱゾマツに比してとがりが著しいようである。ヱゾマツ

×カナダトウヒ Fl 雑陀の球尽の形状は長持円形または卯状楕円形であって球果の去而は与I'i'f'}

でなく種j鱗が雛rttJして全両か，またはその一部に波をうっている。そして成熟前の球果がカナ

ダトウヒのようにHI鱗が完全に閉塞しているととがない。 しかしカナダトウヒ X ヱゾマツの
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F，雑附の球県は卯状桁川 If;であっ

て，去1Mは ~F'it}で、あるか， ま fこはよかし

く粗雑で、あってf:íllf!憐の披rlllがないか，

またはあってもわ示、かである。 そして

球月Lの成熟I流血!ÐJ，fttJ~カナダトウヒのよ

う lこ問主主している lJ，が似ている。 しか

し球県の Jl: y"iAi と法制iの形態がカナグト

ウヒと~~っていてがU:@~~犬を;j~す。すな

ïl コち， とのJiJ合)，I ，j *ffrHUリ;R'-I~の形態は

ヱゾマツとカナダトウヒの'iq ilJ(!'0'住民

をと正式すが， カナダトウヒをと /;j::i主!として

ヱゾマツの化本13'"をかけて~!~じた F ，雑

同の球洪[士f手却の影響がつよくでる flfi

働 母 返事 感 I ，"Jがある (市 11諮問)

エゾマツ J;j(I_j~Jコ成芸品首なの球果の色

第 1 図
カナダ、トウヒおよびエヅ‘マツとその F 1 事Iltil1の球来の形状

Fig. 1 Sketch showing the cones. 

)'i l.、ときの色はこ11fj邑此緑色のものが多

いが，時には紅紫色のものを出じ，禄

色から主r紫色に五る千村if(の rfq:lj色のものが合まれている。 カナダトウヒのJ;j(民の色は将jffi緑色

と"己íliJè ll )l1)されている。 しかし三任者が札幌I'J 1l 1，'，'j'l:I!1で、持集したものは間情の J，r;J辺が紅紫色せ

ふ;1Fびているものが見L 、ださ ALた。 Fl 雑f!f[の球'-I~の色 lよ {1ft鱗夫[i"iの'1 1央 i\:!;Ú)色!土 Raintte

Green または Ecru 01ive であけ ， T=，nm，ð~先端部の問辺の色は Honey Yellow または Citron

Green であり，及R'-I~の );~i".:!)J) .H:鱗 lこは Onion Skin Pink を呈しているものがあうた。 ーふ- ..;:._ 
j 1", 

わち， F1 雑H[の球，~~は緑色または黄緑色で':f:illíM，tの)，';]辺にややキr:紫色を i昆やる場合も認められ

た。

種鱗の形態 この雑H(の極鱗の大いさについて[1::叩古形態をした球県 3 í/:iの rll央部の酷鱗を

10 枚がっとって測定した結よI~は抗 4去のとたリである。 すなわち， ヱゾマツ JÆm.ijの形状5) は

倒卵形または倒卵状棋11';のものが多く， カナダトウヒのH[晴海はエゾマツよけ円みを;帯びる。

のために西隣の長j rlJ に訟いてもヱゾマツはその航が大きくこれに反してカナダトウヒはノj 、

さい。

雑種の種j隣はエグマツとカナダトウヒの中間的な形状をしめし長jrþ の値も両'7';ーの巾間値を

示すがヱゾマツガ母親になった場合もカナダトウヒが母親になった場合にもその IflJ に一定の間

向は五色められない。 つぎに種瞬の先端部の形態はヱゾマツ 5) にたいては槙形をなすものが最も

多く， ついで、伺Ul1ß状襖JI手 p 倒卵形の/1国序であった。
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カナダ、トウヒ!主ヱゾマツより

さらに {L)I11ζ を市ぴ， n寺にはいく

分矢告:状をなすものがある。と

の雑，f:ijiではた端部がj\文9il状をな

した楕JInl予のものがj之も多く時

には)(二!ゲ歯または小:)::1:歯をと少し

有するものがある。間í~訟の敏rl11

はエゾマツではましく，カナダ

トウヒはほとんど~~~rl[rがむし

雑間ではエゾマツ×カナダトウ

ヒの雑閉がとの.t~の場合より敏

FP.87 
(p.g. ) 

@ 

FP. 83 FP.80 
cp'g.Xp.j.) (P.j. X P.怠〉

@。
inside view 

side view 

seed 

第 2 図 極鱗およびタネの形状
Fig. 2 S:cetch showing the scales and seeds. 

No.88 
(P.j.) 

。

r l[l が~干しい。それで、üíj注したようにエゾマツ Y カナダトウヒ雑Ellの球以の去而はエ1"7丹でなく粗

槌で球LlLの触感もいく分:柔かい。 (tr~ 2 図会J!{i.)

与. タネの形態と内容充実率

雑F置のタネは倒lJ{J状供JIヲで長さ 2、3mm でるって ，!X~制色をと呈し， とれに不斉な上司古川 I1予の

長さ 9~ lO mm， rfJ 3~4mm の淡倒色の，壇を有している。雑f置のタネの内本充実率l 主;:j'Ç 5 去

の泊りでるって， \.寸"AL もその Iへj本充実率はゴf~'ì;~1こノj、さく 11，(f，\ 2% であった。そのJ'P.I Il I主減数公

裂の|授のイミ1~WIJによる不捻性であるが72粉の不定全にどるかじ:\.、まのととろ l川らかでない。

交制:再子号

第 5 表 タネの切断試験

Table 5. Result of seed cutting test. 

供試木番号 抗1 要 N供o.試oダf ネ数seed 
Crossing No. I Sample No. Remarks tξsted 

-つ4ι FP.31 Open pollination 160 

7 FP.85 " 1 '.0 

7 " Self 2. ;バコつ

7 i/ Self 己. 2 コ0

s FP.80 Open p. 180 

9 FP.79 " 130 

9 FP.81 " 60 

9 FP.82 " 60 

q '1 S.elf 1. 300 

9 FP.83 Open p. 70 

9 FP.86 " 80 

!o FP.75 " "0 

I() FP.76 1, 300 

10 FP.77 ノ/ 30 

10 FP.87 " 300 

百分率
Perc号口t of sεed 

|充F実\111粒しEnい1ptyな
。 100 

。 ]')0 

1.6 93.4 

0.3 99.7 

1.7 98.3 

0.8 99.2 

1.6 9る .4

。 I ひっ

2.0 95.Q 

。 IC コ

。 100 

2.0 ヲ8.0

1.0 99.0 
。 10ヲ

1.0 99.0 
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6. 成長

ヱゾマツとカナダトウヒの雑航の成長状態を訓をしてその系統)JIJ にヱI'-l叫n'(を求めると沼6 支

のと Jなけである。とれらの雑加に:床:件後11111"の時期どうよしたことによって [1:7ちな発育をとげた

ものと三汚えられないので，今後のJk1!ーをみなけ止しばj白併なことをど判断するととができないが，

今まででは雑間強勢 (Heterosis) の傾向がJE、められな'"上うでるる。

tr; 6 炎 雑菌の成長

Tabl~ 6. Growth of th号 hybrids

白部c出何I?咋弓 i 樹He出高zt |lb班応住吉詰永 rl H己ftiJgh RJ 成長 [1i: r河il104定.0木f 本数t i;-,crement (cm) 
test 

No. -I950 195伊 i 1950 1949 1948 1947 1946 trees 

cm C訂1

94.5 3.2 9.8 3.5 4. ヌ 7.4 16.1 l 己

フ 113.5 ~ A 
、J ・ー ;6.2 4.:': 4.2, 6.6 11.0 5 

ハヲ 93.2 3.4 11.7 「ミ . 一勺 6. フ 1 I. 1 19.6 5 

4 83.8 7.9 1" フ ::;‘咽 .、」 4.7 1; .0 17.2 

" ll:O.u ;;.9 15.0 、、一.勺J 
、:;町、 18.3 1 I. ! 3 

6 122_5 3.7 22.8 11.0 Fフ Dー- 22.0 7I.9 フ

.2?0.0 4.3 

E 210.0 ; 4.3 

9 0.9 6 

10 205.0 3.8 5 

現地上 5cm で測定 5 cm 2.bove the ground 

7. 摘要

II({手11 12-~13 /'1':1こ北iH;立盟Í'幌国有林にゐいてヱゾマツとカナダトウヒとの閉山交雑を行って

えられた F1 雑杭を 111{手1125 /'1':にその+1:条むよび針i誌の形態と f;R~Uむよびタネの'["1:状について

iu ， 'j査.~た。その雑Eli:にあらわれたたもなM'l'[ についてたjj;べると勺ぎのようで必るつ

(1) 冬31iは JJ/J状 þ )~ji-iM! 主主，(jJilγ(".あって県加色を呈し，樹)Jfrにほとんど、蔽われていない。こ

の点ヱゾマツよりカナダトウヒに.i[[1.、 1t[if('J カ守18めら }.Lた。

(2) 主七~\gの横断固に!品千な去さfl'b または菱形で‘靭[皮部の側のIjlßJJ の突IHが著しいものが多

い。針葉断面の巾/厚さの比率を求めると1. 5 内外であり，エゾマツは 2.0 以上，カナ

ダトウヒは1. 0 以下でるって雑種は両親の '1~lm的た値を示す。 しかし相反交雑にむいて

両極のうちい十れを母親につかっても特に母系に似る傾向は認められなレ。

(:.;) 針案の外側(形態学上の下而〉には気孔条が 1~3条あるがp その外側の片面の気孔

条をと欠くもの， またその両rüÎ とも千j しない釘~=!\~をと混じているものがある。 しかし，その気

孔条が全然ない釘安引まかり群生している 1fr.!休はなかうた。釘~~の内側 .01ヲ在学上の上面)

は 4~7条の気子L条がある。
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( 4) ドd<'之は気孔条のある部分をと|泳 L 、て辿続的に現わ_(1てゐもにーh千をどなしているが，中

肋またほ rJíml~;k よび樹脂i苦の附近に it 21低ま A Liこ 3 J-官をなす場合がある。そして木氏部の

ある l!!Ijのド炎jどより担比古1\のある mùの iご夫!主に 2 n'fをなすi必ず合が多い。

(5) iil・ 45の樹JJ i1 i};なは支jえまたは f炎!えに接し，その数は 1 í:Gî または 2 何で 1111， 114:でどの針

実ーもヱゾマツのように 2 位iゃっ完全にあるものがなく，またカナダトウヒにゐいてしばし

ばみられるように全然ないものはなかった。以 i二雑種の針葉の内部形態に之、 c，・ても両親の

rjtiilj的な q:~'1止をどあらわしていた。

(6) エゾ、マツ×カナダトウヒの雑聞の:f;R!J，~1エ長桁円形または卯状桁fiJ形であって， :fまよiミの

表面は斗引?でなく住輯が鍛曲して全而に j皮をどうっているものが多しそのために成熟前の

球果がカナグトウヒのように種隣が完全に!羽;Jf~していることがた:い。カナダトウヒ×ヱゾ

マツの雑曲の[氷山ま卯状桁円形であって，夫同は千?骨でるるかまたは少しく tlH迭であって

由鱗の銚illJ がないかまたはあってもわづかである。

そのために球洪の成熟前桂輔がカナダ、トウヒのように間活している。すなわち，エゾマツ

を I手淵とした引合，その球果l主 rJlj却のIjtjjIJ (I"J な'1"1:買を示すかp カナダトウヒを母親とした

雑種では叫視の25響がつよく出る ft([ I ，'Jがあるつ

( 7) タネの内不定実率は非常に小さく以?っj2% であった。これらの不稔肢はすべてしいな

であってその IJ;( I人|が生前市fi1!胞の減数分裂の際の不足別によるものか，受粉しなかったもの

が多いためによるのかいまのととろ!切らかでない。

(8 ) 雑刊の成長状態は抗 1 回床持後 [E~';~古 Jrz+及いをうけていていととと，比較するヱゾマ

ツ相刀:ij\j J:J交 !~i~f'G:がないために趨可作J二午IJ[折をすることができないが，現(i= までには雑種強

勢の ftri!，"Jがd、めら，jLないようである。
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The F1 hybrids between Picea jezoensis and P. glauca , crossed in 1937 and 
1938 at Nopporo National Forest in Hokkaido , were investigated on the mor. 

phology of shoots, needles and cones and the fertility of seeds in 1950. The 

results obtained are as follows: 
(1) The buds are ovoid, with obtuse apex, ma1'oon-brown and almost 

nonresinous. In these cha1'acteristics the hybrids take after P. glauca more than 
P. jezoensis. 

( 2 ) The cross sections of needles are flat rhombic 01' 1'hombic and many 
leaves have the protnided midrib in phloem sic1e. The 1'atio of wic1th/thickness 
in cross section, is about 1.5 in hybri c1s, above 2.0 in P. jezoensis , anc1 below 
1.0 in P. glaucαThis value in hybric1s lies between their parents'. But it is 
found that hybric1s c10 not show matroclinous nature regarc11ess of wnichever is 

usec1 as mother. 
( 3 ) In xylem sic1e stomata lines a1'e usually 1-3 but sometimes not found 

moロe side or both sides of mic11'ibs. But there is no indivic1ual which has only 
leaves without stomata in xylem sic1e. In phloem side stomata lines a1'e 4-7. 

( 4) The hypodermis of needles exists usually as one layer except the part 

of stomata l絜es anc1 two or rarely three layers in both comers , midribs anc1 
parts adjacent to resin ca1mals. Tl1e hypoclermis in two layers is more f1'equently 
founc1 in phloem sic1e than in xylem side. 

( 5 ) The resin cannals of neec11es are ac1jacent to epdermis or hypodermis 
~md their number is 1-2. No hybric1 has regularIy two resin cannals in allleaves 
as P. jezoensis or leaves with a single resin cannal as is often the case with 
P. glauca. The anatomical features of needles in hybrids lie between thei1' 

pare口ts'. 

(6) The cones of hybric1 P. jezoensisxP. glauca are oblong 01' ovoid oblong 
ancl their ，"UI・faces are not smooth but undulant. Owing to this w1'inklecl scales, 
cones are not compact as P. glauca , in which scales close perfectly. 

The cones of hybrid P. glaucaxP. jezoensis are ovoid oblong and their 
surfaces are smooth or ra1'ely undulent. As scales do not or slightly w1'inkle. 
bofo1'e maturity they close as P. glauca. Namely the cones of hybrid P. jezoensis 
xP. glauca show intermediate nature of its parents but in hybrid P. glaucax 
P. jezoensis cones show matrocIinous nature. 

( 7 ) The percentage of fulI seeds is very Iow and 2% in maximum, and all 
sterilized seeds are empty. It is ll.1�certain whether empty seec1s are brought about 
by the irregularity of reduction division in the reproduction cell or by pollination 
iailm-e. 

(8) The growth of the hybrids has shown no tendency of heterosis hitherto , 
although the writer can not yet accurately judge since they are subjected to 
improper treatment after first transplanting on nursery and there is ロo plant of 
P. jezoensis pollinated with other tree of the same species. 



一-Plate 1ー

P icea glaucα(FP.87) P. g. x P. j ・ (FP. 82) 

(left) 左 (right) 右

P.j.>~P.g・ (FP. 80) P. jezoensis (No. 8当)

(left) 左 (right) 右

カナ担トウヒおよびエゾマツとそり F1 キ11 f重り枝葉 ( 1 年生)

Foliage (one year old) 

P. jezoensis No. 89 P. glaltcαFP. 76 P. j. く P. g. FP. 85 

P.g. x P. j. FP. 82 P. i. x P. g. FP. 13 P. g. x P. j. FP. 41 

針葉の lW í祈回
Cross section oi needles. 



一-Plate 2-

針葉樹みf面の中J心刊誌五織
Centr旦1 portion of a cross section of needle. P. g. x P. j. FP. 82 

h 
P. g.xP. j. FP. 82 

針葉横断聞における樹脂溝と気孔
Cro日 section showing a resin canal and stomata. 

P. jezoensis P. j. x P. g. P. glauca 
No. 88 (l eft) 左

P. glauca P. g. x P. j. P. g. x P. j. 
FP. 78 (left one) 左 1 箇

FP. 80 (middle) 中央

FP. 87 (right) 右

球呆 Cones 

FP. 86 (middle two) slightly open 
中央 200î いく分開く

FP. 84 (right one) 右 1 箇




